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教育実習は実習生にとってどのように意味づけられるのか？
―身体活動量の特徴に基づく教育実習日の学びと困難さに着目して―

野中陽一朗（高知大学）

キーワード：教育実習，身体活動量， 分析

問題と目的

教育実習は，教職志望学生の資質能力向上だけで

なく，教師としてのキャリア選択にも資する。教育

実習研究は，量的あるいは質的変数として測定した

教育実習前後の教職に対する態度やイメージ，行動

変容を時系列に基づき比較検討してきた 米沢

。一方，教育実習での経験をブラックボックス

と捉えず，教育実習を構成する実習班での居場所感

は教職志望度や教師効力感に及ぼすこと（三島・林・

森 ，教職志望学生と非教職志望学生とでは教

育実習でのネガティブな経験に対する意味づけが異

なること 坂本・三島・一柳 も実証されてい

る。これらの知見は，教育実習における経験の捉え

方や効果が実習中の活動内容や個々の実習生により

異なる可能性を示す。そのため，教育実習での個々

の実習生の経験に焦点を置いた検討は，教育実習を

介した学習デザイン構築に寄与すると考えられる。

本研究では，教育実習の中でも特徴的な実習日に

おける実習生の心理構造を検討する。すなわち，教

育実習経験の検討対象を身体活動量に基づき特定の

実習日に絞り，教育実習日誌を資源として回想させ

た際，当該日における学びや困難さは対象者にどの

ように構造化されるのかを 分析により探索的に

検討することが本研究の目的である。

方 法

対象者 教育学部附属小学校で教育実習を行い，身

体活動量の計測，教育実習日誌複写の承諾，実習後

の面接調査を実施した学生のうち 名（女性，小学

校教諭志望の 年生）であった。なお，研究の実施

にあたり，書面及び口頭で研究内容について十分な

説明を行い，研究参加の同意を得た。

身体活動量 年 月 日 月 から 日 金 ま

で の 土 日 を 除 き 着 用 し た

により測定した。当該期間は教育実習期

間となる。期間終了後，身体活動量を専用 サイ

ト上へ同期分析し，歩数，推定移動距離，睡眠時間

等の情報を抽出し，歩数上位 日 日 を

教育実習身体活動負荷上位日と捉え，面接調査で用

いた。

手続き 連想刺激として，「呈示された教育実習日に

おいて，どのようなことを学ぶことができましたか。

また，どのような大変さがありましたか。手元にあ

る該当日の教育実習日誌を振り返りながら頭に浮か

んできた言葉やイメージを順番に記述してくださ

い。」という文章を該当日の教育実習日誌とともに呈

示し，口頭教示も行った。教示後，頭に浮かばなく

なるまで自由連想させ，各カードに記入させた結果，

総計 種類が生成された。この後，対象者にとって

重要と感じられる順位づけを実施し，対象者の負担

に鑑み，上位 の連想反応項目に絞り項目間の類

似度を評定させた。類似度評定の後でクラスター分

析 法 を行い，その後の対象者による解釈方法

は内藤（ を参考に面接調査を実施した。

結果と考察

対象者は， の連想反応項目に基づき つのクラ

スターを見出した。各クラスターの構成項目と各項

目の重要度やイメージ，解釈について，クラスター

は，「褒めるときは具体的に ＋ 」，「褒めるタイ

ミングと頻度が掴めない － 」といった 項目か

ら構成され，〈子どもを褒めること〉と解釈された。

クラスター は，「子どもへの叱り方 ＋ 」，「叱っ

て嫌われることへの不安 － 」といった 項目

から構成され，〈子どもを叱ること〉と解釈された。

クラスター は，「授業中の児童のつぶやきから授業

を展開 ＋ 」，「児童のつぶやきを見つける難しさ

± 」，「常に学級を観察 ± 」，「学びの必要性

を与える難しさ － 」，「教師は児童同士のつなぎ

＋ 」，「児童の素の反応の取り上げ方 ± 」と

いった 項目から構成され，〈授業に関すること〉と

解釈された。クラスター と の共通点は言葉によ

る指導方略であり，相違点は言葉に内包される意味

合いと児童からの評価にあると解釈された。クラス

ター と の共通点は児童の反応に対する対応であ

り，相違点は児童同士の結びつきや学びに導くこと

にあると解釈された。クラスター と の共通点は

教師の児童へのかかわりであり，相違点は教師の役

割にあると解釈された。全体としては，教師として

児童の反応や個々の状況を踏まえ，授業を実施展開

する上で必要となる方略を学び難しさを感じたのだ

と解釈された。

今後は，対象者の心理構造に寄与する教育実習日

誌の内容をより加味した因果構造を捉えながら，対

象者にとっての教育実習の意味づけや効果を他の実

習生との比較を踏まえ複眼的に検証していく必要も

考えられる。

付 記

科研費 の助成を受けた。

P150 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

原因推測と個人要因との関連性に関する予備的検討
―「発達障害の可能性のある場面」に対する推測課題を通して―

○西森章子（広島修道大学） 平本花菜子＃（広島市立翠町小学校）

キーワード：原因推測，発達障害，質問紙調査

問題と目的

「ある問題」に出会ったとき その「問題」に対

して推論を働かせることができるかどうかは そ

の後，同様な問題に出会ったときの態度に影響す

る（小森 ）。特に「他者が一見不可解な行動

を取る」場面に出会ったとき その行動の背景（原

因）を推測できるかどうかは その後に同様の行動

を観察したときの態度にも影響する可能性がある。

発達障害のある児童生徒を担任する教員が感じ

る困難について調べた研究からは「当該児童と他

の児童との人間関係の調整」や「当該児童と周囲

の児童とのトラブル」などが挙げられている（松

本・須川 ；栗原ら ）。これらの困難を低

減するためには 発達障害に関する知識を周囲の

児童に持たせることで 関係改善の可能性がある

ことが示唆されている（渡邊 ）。その一方で

発達障害に関する知識の有無は発達障害の特徴の

ある他者への態度に影響しないという結果（河西

ら ）も見られる。

本研究では「発達障害の可能性のある人物が登

場する場面（ある場面）」を提示し その人物が取

る行動の原因を推測する課題を通して，原因を推

測する力と個人要因との関連性を予備的に検討す

る。特に 個人要因として ［発達障害に関する知

識の量（以下 知識量）］［発達障害に関連する事

象に関わった度合い（経験度）］を基に検討する。

方 法

対象者 広島県内の大学において教職科目を履修

する 年生 名（男性 名 女性 名）。

質問紙の構成 質問紙は（ ）フェイスシート（ ）

「ある場面」に対し推測を求める課題（「ある人が

他の人の話しを遮って自分の話を始めてしまう場

面」「ある人が騒がしくなると耳を塞いで黙ってし

まう場面」の２場面） （ ）知識量を測定する課

題（ 項目） （ ）経験度を測定する課題（ 項

目）から構成された。

手続き 年 月中旬に 集団で実施された。

結果と考察

「ある場面」に対し原因推測を求める課題

課題 「ある人が騒がしくなると耳を塞いで黙

ってしまう場面」に対し 「考えられる原因」とし

て推測された原因数は全部で 件，一人当たり

平均 件（ ）であった。また 原因が多

面的に推測されていたのかどうか，カテゴリーに

基づき分類したところ（視点数） 一人当たりの視

点数は平均 （ ）であった。

知識量と原因推測の関連性

「知識量」は 提示された文章（例 「 は，

青年・成人でも診断されることがある」等）に対

し 正誤判断を求める課題により測定された（

点満点）。得点を集計したところ 平均 点

（ ）であった。 点以上（ ）を知識

量高群， 点以上 点未満を知識量中群（ ），

点未満を知識量低群（ ）として群分けをお

こなった。知識量と原因推測数及び原因視点数の

関連について， 群間で平均値を比較した結果，

群間の差は認められなかった（

）。

経験度と原因推測の関連性

「経験度」は，提示された文章（例 「私は，ボ

ランティアで発達障害のある人と関わる（関わっ

た）ことがある」等）に対し，当てはまるものを

選択するよう求める課題を通して測定された。こ

のとき提示文は，経験に対する（能動度×身近で

ある度合い）に即して， つのカテゴリーに対応

するように作成されていた。このうち カテゴリ

ー以上当てはまるとした場合を経験高群，１カテ

ゴリーのみ当てはまるとした場合を経験低群，す

べてのカテゴリーに当てはまらないとした場合を

経験無群として群分けをおこなった 。発

達障害に関する経験の度合いと原因推測数と原因

視点数との関連性について，それぞれの平均値を

群間で比較した結果，群間の差は認められなか

った（ ）。

以上より，原因を推測する力は，発達障害に関

する知識の量や経験の度合いと関連するとは言え

ないことが示された。今後は，他の原因推測課題

においても，同様の結果となるのかどうか検討す

る必要がある。
経験度と原因推測との関連性

原因推測数 原因視点数

経験度高群

（n=27）
4.30
(2.30)

2.56
(1.31)

経験度低群

（n=58）
3.48
(1.75)

2.40
(0.99)

経験度無群

（n=19）
4.11
(2.01)

2.58
(1.07)

― 179―


